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「２０１８年３月期 第３四半期 決算」の 補足説明資料です。 
どうぞ、ご覧ください。 
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本日は、 
ご覧の「 ３項目 」について、 
ご説明 いたします。 
 
まずは、 
「２０１８年３月期  第３四半期 決算概要」から、 
ご説明 いたします。 
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第３四半期の 全体サマリーです。 
 
売上高は 「 ８０億４５百万円 」、 
営業利益は 「 ６億４９百万円 」となりました。 
 
前期に エネルギー自由化関連が ピークを迎えた ことにより 
減収減益となりましたが、通期業績は、計画通りに 進捗しております。 
ＩｏＴシステム事業での、 
先進ＥＶや、セキュリティ・コンサルティング 等が 
順調に 進んでおります。 
 
通期計画では 営業利益の進捗率が 「 ８０％超 」と、 
順調に 推移しております。 
 
また、 
中期経営計画は、１年前倒しで 達成見込みのため、 
新たな「 中期経営計画 」を策定中です。 
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第３四半期の損益状況です。 
前期に エネルギー 自由化関連が ピークを 迎えたことから、 
「 社会システム事業 」は減収となりました。 
 
一方、「 ＩｏＴシステム事業 」 では、 
セキュリティ関連や 、  
当社独自のスマート ・ ソリューション関連が 
堅調に 推移しました。 
 
「 売上高 」は、 
「 ５.９％ 」 減の 「 ８０億４５百万円 」 となりました。 
 
収益性が向上した結果、 
「 売上総利益率 」は、「 ０.７ポイント 」 向上 しました。 
 
「 営業利益 」は、 
売上高の減少や、セキュリティへの 研究開発 等により、 
 「 ６.０％ 」減 の「 ６億４９百万円 」となりました。 
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通期業績予想の、 進捗状況 です。 
概ね、計画通りに 推移して おります。 
 
特に「 営業利益 」「 経常利益 」「 当期純利益 」の、 
進捗率は いずれも、「 ８０％ 」を、超えております。 
 
第３四半期末の 受注残高も、 
高水準を 維持しております。 
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次に、セグメント別の 「 売上高 」 について、ご説明 いたします。 
 
・「 社会システム事業 」は、 
前期に 電力・ガスの エネルギー自由化関連が ピークと なったこと
から、 
ビジネス、制御分野は 減少 しました。 
通信分野は、「 ５Ｇ 」 の 進展に伴い、増加 しました。 
ファイナンシャル分野は、地銀向けの 戦略的シフトにより  
減少 しました。 
 
結果、社会システム事業の 売上高は 
 「 １０．６％ 」減の  「 ６４億２７百万円 」と なりました。 
 当初計画 通りに 推移しました。 
 
・「 ＩｏＴシステム事業 」は、 
 セキュリティ関連、 ＩoT関連、  
 当社独自のスマート・ソリューション等が 堅調に 推移し、 
 「 １９．２％ 」 増 の、 
 「 １６億１７百万円 」と なりました。 
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次に、社会システム事業は、 
 
・ビジネス分野では、  
 「ガス」、「 旅行 」、「 メディカル 」等が 堅調に 推移しました。 
 

・通信分野は、 
 「 ５G 」 の 本格的な進展に伴い、堅調に推移しました。 
 

・制御分野は、 
 「 電力 」、「 防災 」等が、堅調に 推移し、 
 新たに参画した 「 宇宙関連 」の 体制拡大に 取組みました。 
 

・ファイナンシャル分野では、 
 「 信販向けクレジット・カード関連 」が、堅調に 推移しております。 
 
結果、売上高は、 
 「 １０．６％減 」の、「 ６４億２７百万円 」 となりました。 
受注残高は、 
 「 ７．７％増 」の、「 １８億７６百万円 」となりました。 

7 



8 

ＩｏＴシステム事業は、 
 

・組込み分野では、 
 「 先進EVや 自動運転 等の 次世代自動車 関連 」が拡大し、 
 「 医療、介護機器の、 メディカル関連 」が 堅調に 推移しました。 
 「 オフィス機器 （複合機） 」は 減少と なりました。 
 

・スマート・ソリューション分野では、 
 「 セキュリティ ・ コンサルティング 」 や 
 「 位置情報 （ＧＩＳ） 」が 拡大 しました。 
 「 LynxSECURE 」の拡充も 積極的に 行っております。 
 

以上の結果、 
売上高は、 
 「 １９．２％増 」の 「 １６億１７百万円 」 となりました。 
受注残高は、 
 「 ２７．４％増 」の、 「 ５億５９百万円 」 となりました。 
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四半期毎の 「 売上高 」と 「 受注残高 」 は、 
ご覧の 通りです。 
 
売上高は、 
 エネルギー自由化関連の、減少により 
 前期を下回っておりますが、概ね計画通りに推移しております。 
 
受注残高は、 
 堅調に 推移しており、「 ２４億円 」と なりました。 



10 

経常利益は、 
 「 ６億６３百万円 」となりました。 
 
主な 「 増益 ・ 要因 」 としては、 
 原価率の改善や、販売管理費が 減少した ことに よります。 
 
一方、主な 「 減益 ・ 要因 」 として、 
 売上高が、「 ５．９％  の 減収 」と なったことから、 
 「 １億１６百万円 」の 減益と なりました。  
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貸借対照表は、ご覧の通りです。 
 
総資産は、「 ５４億円 」と なりました。 
 
自己資本比率は 「 ６０．９％ 」 と、 
  「 ７．１％ 上昇 」 し、 
 健全な、財務内容と なって おります。 
 



重点施策の 進捗状況を ご説明 いたします。 
 
「 次世代 社会システム領域の 拡大 」 では、 
  ・電力・ガス等の エネルギー関連 で ベースロード化を推進 すると共に、 
  次世代自動車（ 先進EV 、 自動運転 ） に、注力しました。 
 
「 新たな 価値の 創造 ・ 提供に 挑戦 」 では、 
 ・セキュリティ・ソリューション「ＬｙｎｘＳＥＣＵＲＥ」の展開が進んでおります。 
  植物工場や、介護システム で、実証検証を 進めています。 
 
 ・「 ＡＩ領域 」 では、 
  「 エヌビディア社の 画像解析 」や、「 Ｄｅｅｐ Ｌｅａｒｎｉｎｇ 」等の 
  先進的研究を 推進しております。 
 
「 競争優位の 発揮 」 では、 

 ・急増するセキュリティ領域のニーズを見据え、事業体制の強化に繋がる人材育
成に継続して取組んでおります。 

 ・次に、現在 中国２社、ベトナム３社の グローバル 開発体制の、 
  さらなる強化に 取組んでおります。 

 ・また、「 産学連携 」として、 慶應義塾大学との 「 GIS ・ IoT 」、 
  名古屋工業大学との 「 セキュリティ 」に関する  
  共同研究を 行っております。 
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過去からの 業績推移です。 
２０１０年から、 
「 ８期連続 」の 増収・増益を 
目指して おります。 
 
今期は 開発スペースの増床を 行うと共に、 
当社独自の スマート ・ ソリューションの 
創造、提供を 通じて 
持続的な 成長を 目指して 参ります。 
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「 ２０１８年３月期 」の 
「 通期業績見通し 」 に 変更は ありません。 
ＩＣＴ需要は 底堅く、計画通りの 水準を 見込んでおります。 

 
売上高は  「 １１７億円 」、 
営業利益は 「   ８億円 」、と、 
「 最高 ・ 売上高 」と、 「 最高 ・ 営業利益 」の 
更新を 目指します。 
 
当期純利益は、 前期の、 税効果会計の 影響により 
 「 ４億７０百万円 」 となる 見込みです。 
 
引き続き、社会インフラ関連の 需要を 
しっかりと 取り込み、 
ＩｏＴシステム事業での、ソリューション提供を 通じて 
計画の 達成に 取組んで まいります。 



2020年の 東京オリンピックを 契機として 
日本の 社会インフラは、 次世代型へと 移行すると 共に、 
サイバー攻撃の 脅威が 高まる中 
「 安心 ・ 安全 」な、「 ＩｏＴシステム 」の、普及が 望まれています。 
 
この様な 環境を 背景に、 
「 前期 ４月 」より 「 中期経営計画 Ｖｉｓｉｏｎ２０２０ 」が 
スタート しましたが 「 １年 前倒し 」 で、達成する見込みです 
 
このため当社は、現在 
「 次期 ・ 中期経営計画 」の 策定を 進めております。 
 
この春を 目途に、 
発表 できるよう 準備しております。 

15 



16 

配当性向は、「３３％以上」 、 
株主配当は、「 中間 ・ 期末の 年２回 」と 
しております。 
 
今期は、 
 「 上期は、 １０円 」の 配当を 実施し、 
 「 下期は、 １０円 」の 配当を 予定しております。 
 
配当性向は、「 ３８．２％ 」の 見込みです。 
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「 株主還元 」 として 
「 配当 」 に 加え、 
 
「 保有株数」 に応じた 「 優待制度 」を 設けており、 
「 梅ギフト 」 や 「 クオカード 」 を 
 
年２回、 
贈呈させて いただいて おります。 
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次に「 ２０１８年３月期  の 戦略と取組み 」の 
進捗を、 
ご説明 いたします。 
 



２０１８年３月期の、 重点施策を ご説明 いたします。 
 

「 次世代 社会システム 領域の 拡大 」 では、 
 ・ベースロードの骨太化と、先進対応領域への参入を図っております。 
 ・また、ＩｏＴ化が進む、「 製造業 ・ 次世代EV自動車 」の 
  拡充も、推進して まいります。 
  「 堅調な 受注残高 」を、 着実に 対応し、 
  新たな 領域での 受注を 図ります。 
 

「 新たな価値の 創造 ・ 提供に 挑戦 」 では、 
 ・「IoT」、「AI」、「セキュリティ」 における、「 アライアンス戦略 」や、 
  「 LynxSECURE関連 」の 拡充を 推進します。 
 

「 競争優位の 発揮 」 では、 
 ・大学等との、「 共同研究 」を 推進して まいります。 
 ・プロフェッショナル人材の 育成と、 
  マネジメント力の 強化による 高品質 ・ 収益性の 追求 に加え、 
  業務プロセスの 改善を図り 「 生産性の 向上 」に 努めます。 
 ・また、IoT ・ セキュリティ関連 の  
  「 研究開発 」も 積極的に 行ってまいります。 
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皆様も ご存じの通り、 
 今年に入り、サイバー攻撃による 被害が、 
 多く 発生しております。 
 
昨年 ５月には、 
 「 世界１５０カ国 以上 」で、 ランサムウェアによる、 
 「 身代金型の サイバー攻撃 」があり、 
 被害件数は、 「 ２０万件以上 」 にも 及びました。 
 
サポートが終了した 旧ＯＳ の 脆弱性に 
つけこんだ サイバー攻撃です。 
 
まさに、ＩｏＴの 普及に 立ちはだかる、 
大きな 脅威と なっています。 
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産業界では、「 IoT 」 を活用した  
ビジネスを 進化 させようと しております。 
  
しかし、旧来の、 
 セキュリティが 考慮されていない 
  「 機器 」や、「 デバイス 」が、 
 インターネットに 繋がれる ことで 
 「 サイバー攻撃の 危険性 」 が 高まり、 
  
「 IoT の 進化  」に対する 脅威と なっております。 
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そこで、当社は、 
「 IoT時代 の セキュリティ 対策 」として 
 
米国で 多くの実績を 有する 
「 LynxSECURE 」を 活用した、 
セキュリティ・ソリューションの 提供を 推進しています。 
 
「 安心 ・ 安全に 繋ぐ 」を コンセプトに、 
「 工場 」 
「 機械 」 
「 家庭 」 
「 旧OS 」 を 
「 守る 」 ソリューションの  
開発・提供に 注力しています。 
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その一例として、 
「 工場を 守る ソリューション 」として、 
「 昨年 ４月 」より 提供を 開始した 
IoT工場 向けの セキュリティ・ソリューション   
「 セキュア・ファクトリー 」です。 
 
IoT化された 工場では、 
システムの 稼働停止に 繋がる 
サイバー攻撃や、セキュリティへの 対策は、重要な 経営課題です。 
 
ＬｙｎｘＳＥＣＵＲＥを ベースに、 
工場の 制御システムに 求められる 
 「 サイバー攻撃を 許さない 」 
 「 安全な データ通信 」 
 「 システム・ダウンを 防ぐ 」 
 「 内部感染を 許さない 」 を実現し、 
 
工場内の あらゆるＩｏＴ機器を  
「 隔離 」と 「 遮断 」 で まるごと守る ソリューションです。 
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また、 
「 ホームIoT ・ セキュリティ 」にも 取組んでおります。 
  
「 ホームIoT 」では、 
あらゆる 家電製品が 
インターネットに 繋がれますが、 
同時に、 
サイバー攻撃の 危険性が 高まります。 
  
そこで、当社は、 
「 ホーム IoT セキュリティ 領域 」 においても 
LynxSECURE を  
活用した ソリューション 提供を 進めて おります。 
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市場が 拡大する 「 ＩｏＴ分野 」において、 
「 革新的な セキュリティ・ソリューション ： ＬｙｎｘＳＥＣＵＲＥ 」 と、 
当社が 長年培った  
「 技術力 」 、「 ノウハウ 」との 融合により、 
ＩｏＴ市場における、ニーズを 取り込んで まいります。 
 
また、  
当社の 開発力と、セキュリティ ・ ノウハウ をベースに、 
コンサルティングの 上流工程から 参画し、 
高付加価値で、 収益性の 高い ソリューションの 
提供を 目指します。 
 
そこで、 
コンサルティングや、ソリューションの領域で 
高度な 専門性を有する 企業との 
アライアンス戦略を 積極的に 推進して おります。 
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産学連携による 「 共同研究 」への 取組みを、ご紹介します。 
 
昨年 ４月から、 
名古屋工業大学 大学院が 推進し、 
「 製造現場の 制御システム 」を 
「 サイバー攻撃から 守る 」ための 
共同研究、「 つるまい プロジェクト 」に 参加しました。 
 
「 LynxSECURE 」 をベースに、 
「 VEC （ ベック ） 」 にも 加盟し、 
会員企業 各社と 共同研究を 進めています。 
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昨年９月からは、 
慶應義塾大学と 
「 GISと IoTの 融合 」に関する 共同研究を 開始しました。 
 
労働人口の 減少が、顕著な 
建設現場の 生産性 向上にむけ、 
 
「 建設現場で 活用できる GIS×IoT プラットフォーム」の 
共同開発を 進めています。 
 
昨年11月には、 
 東京ミッドタウンで開催された 
 「 慶應義塾大学 の フォーラム 」にて、 

 研究成果を 公開しました。 
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１０月には、３年連続となる、 
「 ＩｏＴ時代のセキュリティ・フォーラム２０１７ 」 
を開催 しました。 
 
今回は、米国でIoTを推進する 
「 インダストリアル インターネット コンソーシアム 」から、 
ＣＴＯの 「 ステファン メラー様 」、 
 
また、「 元シスコシステム 副社長 」で、 
IoT企業を 創業 された 
「 フラビオ ボノーミ 様 」 等に 
講演を いただきました。 
 
400名の お客様を ご招待し、 
大変 大きな 反響を 頂きました。 
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提案活動の 強化として、 
各種の フォーラム ・ セミナー ・ 展示会へ 参加し、 
 
当社独自の  
スマート・ソリューションや  
セキュリティ・ソリューション の 訴求と、 
当社ブランドの 向上を  
図って おります。 
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以下に、 
当社の、ソリューション や  
様々な 取り組みを 
ご紹介します。 



旧OSを 守る ソリューションとして、 
「 昨年５月 」より、サービス提供を 開始した 
「 セキュア・レスキュー 」 です。 
 
サポートが終了した 旧ＯＳ は、 
様々な 理由により、いまだに 多く 利用されて おります。 
 
旧ＯＳは、 セキュリティ・パッチが提供されず、 
サイバー攻撃への 耐性も 弱く、 
社内ネットワークへの 接続制限等、  
セキュリティ・リスクや、労務負担が、大きな問題と なっています。 
 
そこで、当社は、 
旧ＯＳ を 「 安全 」に活用 でき、  
社内ネットワークへの 接続を 可能とする 
新たな 延命ソリューション 
「 セキュア・レスキュー 」 を 開発、 
サービス提供を 開始しました。 
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また、 「 LynxSECURE 」の 最大の特徴 である 
「 隔離 」と「 遮断 」を用いて、 
ビジネス・ユーザー向けのソリューション 
「 セキュア・ボーグ 」を 独自開発し、 
顧客提案を 開始しております。 
 
インターネットや、外部メモリー等から 侵入する、 
ウィルス等を 遮断し、 
ユーザーが 安心して 利用できるよう 
「必要なデータを 無害化する ソリューション」 
です。 
 



この図の上段は、 
IoTシステムにおける 「 プロセス 」を示しております。 
 
多くの「 デバイス 」から、情報を収集し、 
「 無線通信 」で 「 ネットワーク 」を経由し、 
バックエンドである、企業の「 基幹システム 」に蓄積し 
「 ビッグデータ 」として分析、 
その分析した情報をもとに、 
「 デバイス 」に対して処理命令を行う、 
一連の「 IoTプロセス 」があります。 
 
当社は、この「 全IoTプロセス 」において、 
事業展開を行っており、 
長年培った技術力と、ノウハウをベースにお客様に、 
「 ワンストップ 」で ソリューションを ご提供できる、 
強みがあります。 
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また、当社は「 ＩｏＴ 」と 「 ＧＩＳ 」の融合により、 
スマート社会の実現に 取組んでおります。 
 
ＧＩＳソリューションとして、地理情報を活用した 
当社オリジナル・ソリューション：ＳＵＮＭＡＰシリーズ 
を展開しております。 
 
現在、「 ＳＵＮＭＡＰ 」を活用し、 
防災等の、 社会インフラ関連 や 
業務効率化に向けた サービス提供を 行っております。 
導入事例としまして、 
「 配送業様 」では、「 ＳＵＮＭＡＰ ｆｏｒ ＶＲＰ 」  
をご利用いただき、 「 ２０％ 」の業務効率に繋がりました。 
 
ＧＩＳソリューションは、 
世界のトップを走る 「 ＥＳＲＩ社 」と、 
連携してサービス提供しています。 
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また、「 フィジカル・セキュリティ 」として、 
当社が、「 独自特許 」を持つ  
「 電界通信技術 」を使った 
ソリューションの提供に 注力しております。 
 
この 電界通信 「 タッチタグ 」は、現在、 
「 フードディフェンス対策 」として 
「 食品工場 」での採用が続いております。 
 
又、「 アライアンス企業様 」と、 
様々な分野での、活用提案を 推進しております。 
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「グローバル体制」 について、ご説明します。 
 
情報システム開発では、 
首都圏と、地方拠点、 中国 ・ ベトナムを結んだ、 
分散型の 開発体制を 充実させ、 
「 技術者不足の 解消 」と、「 コスト競争力 」を 高めております。 
 
「 中国２社 」、「 ベトナム３社 」による 
海外オフショア 開発体制 で、サービス提供しております。 
 

ＩｏＴ・セキュリティでは、 
本社の セキュリティ・ラボと、 
子会社の「 サンノゼＲ＆Ｄセンター 」 を結び、 
米国Ｌｙｎｘ社と 共に、 国内メーカー様の、ジャパン品質の 
要求に しっかりと応え、 
ＩｏＴ セキュリティ ・ ビジネスの  
拡充を 図って まいります。 
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「 昨年 ５月 」には、東京本社を リニューアルしました。 
 
持帰り開発 専用の 「 開発ルーム 」を 
大幅増設し、 
開発環境の 整備 ・ 開発力の強化を 図りました。 
 
また、提案力の 強化 に向け、 
「 セミナールーム 」も 新たに設置しました。 
 
当社主催の、独自セミナーに 加え、 
お客様や、パートナー企業様との 共同セミナー 等も 
積極的に 開催したいと 考えています。 



当社は、「 中期経営計画 Vision２０２０ 」をはじめ 
製品・サービスのビデオを作成しております。 
 
当社のホームページで ご視聴可能ですので、 
ご覧ください。 
http://www.adniss.jp/ 
 
ユーチューブでも ご覧いただけます。 
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http://www.adniss.jp/
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以上で、 
アドソル日進株式会社の 
「２０１８年３月期  第３四半期決算 」のご説明を 
終わらせて頂きます。 
 
ありがとうございました。 
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